
 プログラミングお掃除ロボ 

 小学校 第５学年 教科名 「総合」 

 

  

項目 内容 

単元 □単元名「ロボット掃除機をプログラミングしよう」第５時／全１２時 

活用事例 

１．学習課題を掴む。 

ロボット掃除機はどのような仕組みで動いているのだろうか 

 

２．ロボット掃除機の概要について知る。 

（１）ロボット掃除機の概要をつかむ。 

・企業のHPを参照しながらロボット掃

除機がどのように動くものなのか把

握する。 

（２）プログラミングの原理を理解する。 

・「命令→実行」という原理を掴み、身

近なその他の機器がどのように動いて

いるのか考える。 

①信号機 

②洗濯機 

③ドローン 

 

３．実機の動かし方を教師が示す。 

①接続の仕方 

②プログラムの組み方（前進、・後

退・停止・回転） 

 

４．グループで活動する。 

・各グループでさまざまな動きをプロ

グラムし、動かしてみる。 

 

５．振り返り 

期待される

学習効果 

身近なロボット掃除機を実際にプログラムして動かすことにより、プログラミングへの興味をより

高めることができる。 

 

以下の学年・単元・時間においても同様の活用が可能 

デジタル 
教材事例 

【アプリ】 

・スクラッチと同じ形式のビジュアルプログラミングアプリを用

いてプログラムするため、事前に経験させておくとよい。3 年

生以上なら可能か。 

・プログラミングお掃除ロボ（アーテック）は事前準備が必要。 

①グループの台数分のwindowsパソコン 

②付属ソフトのインストール（セキュリティの状況によっては

インストールができないこともあるので、設定の見直しが必

要） 

③単三乾電池各３本 


